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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
防
止
の
た
め
、
政
府
は

４
月
に
緊
急
事
態
を
宣
言

し
、
人
々
の
移
動
を
７
～
８
割
減
ら
す

方
針
を
と
っ
た
。
経
済
活
動
は
一
挙
に

抑
制
さ
れ
、
企
業
の
収
益
は
激
減
し
て

多
く
が
赤
字
に
転
落
し
た
。
こ
の
危
機

は
民
間
だ
け
で
は
対
処
で
き
な
い
状
況

で
あ
る
。
政
府
は
大
手
企
業
に
は
日
本

政
策
投
資
銀
行
、
中
小
企
業
に
は
日
本

政
策
金
融
公
庫
に
よ
る
無
担
保
融
資
枠

を
用
意
し
、
申
し
込
み
は
５
月
27
日
時

点
で
13
万
件
、
２
・
３
兆
円
超
に
達
し

て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
の
特
徴

は
、
医
療
機
関
が
診
療
報
酬
の
激
減
で

経
営
危
機
に
瀕ひ
ん

し
て
い
る
こ
と
で
あ

り
、
病
院
、
診
療
所
、
検
査
機
関
な
ど

の
政
府
に
よ
る
救
済
が
急
務
で
あ
る
。

２
０
２
０
年
度
第
２
次
補
正
予
算
で

は
、「
生
活
衛
生
関
連
営
業
と
し
て
、運

転
資
金
・
設
備
資
金
の
援
助
（
実
質
無

利
子
）」が
緊
急
対
応
策
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
援
助
の
具
体
的
な
方
式

が
明
確
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

コ
ロ
ナ
患
者
受
け
入
れ
で
赤
字

　

日
本
病
院
会
、
全
日
本
病
院
協
会
、

日
本
医
療
法
人
協
会
の
３
団
体
は
、
５

月
27
日
に「
病
院
経
営
状
況
緊
急
調
査
」

を
発
表
し
た
。
20
年
４
月
の
病
院
の
収

益
を
１
年
前
と
比
較
す
る
と
、
全
国
１

２
０
３
病
院
の
調
査
結
果
で
は
、
売
り

上
げ
に
当
た
る
医
業
収
入
が
全
体
で

10
・
５
％
減
っ
て
お
り
、
医
業
利
益
は

赤
字
に
転
落
し
て
い
る
（
表
１
）。

　

医
業
収
入
の
内
訳
を
み
る
と
、「
コ
ロ

ナ
患
者
を
受
け
入
れ
て
い
な
い
病
院
」

の
減
収
は
７
・７
％
に
と
ど
ま
っ
た
が
、

「
受
け
入
れ
て
い
る
病
院
」
は
12
・４
％

と
減
収
幅
が
大
き
い
。

　

こ
れ
を
東
京
都
の
88
病
院
に
限
定
し

て
み
る
と
、「
受
け
入
れ
て
い
な
い
病

院
」
の
減
収
率
は
12・９
％
だ
が
、「
受

け
入
れ
て
い
る
病
院
」
は
22
・
１
％
に

拡
大
す
る
。

　

さ
ら
に
３
団
体
が
６
月
８
日
に
公
表

し
た
調
査
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
赤
字
の

病
院
の
割
合
が
19
年
４
月
に
全
国
で

45
・
４
％
だ
っ
た
の
が
、
20
年
４
月
に

は
66
・
７
％
に
増
加
し
た
。
と
り
わ
け

厳
し
い
の
が
東
京
都
の
病
院
で
、
19
年

４
月
に
51
・
１
％
だ
っ
た
の
が
、
20
年

４
月
に
は
77
・
３
％
へ
と
急
上
昇
し
て

い
る
。

　

病
院
収
入
が
激
減
し
て
い
る
原
因

は
、
患
者
減
（
患
者
の
受
診
控
え
、
予

定
入
院
の
控
え
）
に
よ
る
収
益
減
、
感

染
防
止
の
徹
底
（
施
設
整
備
や
備
品
購

入
）
な
ど
に
よ
る
コ
ス
ト
増
加
な
ど
で

あ
る
。
病
院
収
入
の
激
減
が
赤
字
病
院

を
増
や
し
て
お
り
、
経
営
破
綻
で
医
療

シ
ス
テ
ム
が
崩
壊
に
向
か
う
危
険
性
が

十
分
に
あ
る
。

表1　新型コロナの影響で病院の経営は悪化している	 （単位、百万円）

全国の病院（有効回答1203）
コロナ患者を受け
入れていない病院
（864）

コロナ患者を受け
入れている病院
（339）

2020年4月 19年4月 前年同月比 前年同月比 前年同月比

医業収入 431 482 ▲10.5（%） ▲7.7（%） ▲12.4（%）

医業費用 468 474 ▲1.3（%） ▲0.7（%） ▲1.8（%）

医業利益 ▲37 7 （▲44、赤字転落）（▲19、赤字転落）（▲108、赤字転落）

（注）▲はマイナス
（出所）日本病院会、全日本病院協会、日本医療法人協会の「新型コロナウイルス感染拡大による病院経営状況緊急調査」を基に筆者作成

病
院
は
コ
ロ
ナ
で
経
営
難
に

公
的
資
本
を
注
入
す
る
仕
組
み
必
要

病
院
の
収
入
が
激
減
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
“
倒
産
”
す
る
と
こ
ろ
も
出
る
。

金
融
機
関
と
同
様
に
公
的
資
金
を
注
入
し
て
医
療
シ
ス
テ
ム
を
守
る
べ
き
だ
。

菊き
く
ち池　

英ひ
で
ひ
ろ博

（
日
本
金
融
財
政
研
究
所
所
長
）

コロナ患者の受け入れで経営は悪化する
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診
療
所
も
同
様
に
厳
し
い
状
況
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
内
科
、
内
視

鏡
、
小
児
科
な
ど
で
は
患
者
の
忌
避
が

目
立
つ
。

　

国
民
皆
保
険
の
日
本
で
は
、
患
者
が

受
診
し
て
か
ら
実
際
に
診
療
報
酬
が
医

療
機
関
に
支
払
わ
れ
る
の
に
通
常
２
カ

月
程
度
か
か
る
か
ら
、
６
～
７
月
に
は

診
療
報
酬
が
大
幅
に
減

る
。し
た
が
っ
て
今
夏
は
、

医
師
や
看
護
師
、
従
業
員

の
賞
与
が
支
給
で
き
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
だ
ろ
う
、

と
言
わ
れ
て
い
る
。
診
療

報
酬
が
減
っ
て
も
ベ
ー
ス

と
な
る
人
件
費
や
維
持

費
、
債
務
返
済
な
ど
の
支

払
い
に
は
、資
本
勘
定（
出

資
金
と
剰
余
金
）
か
ら
資

金
を
回
さ
ざ
る
を
得
な
い

（
表
２
）。

　

そ
う
な
る
と
経
営
基
盤

が
崩
壊
す
る
の
で
出
資
金

の
増
資
や
長
期
借
入
が
必

要
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
は
民
間
資

金
は
期
待
で
き
な
い
の
で
、
医
療
シ
ス

テ
ム
維
持
の
た
め
に
公
的
資
金
（
財
政

投
融
資
）に
よ
る
資
本
注
入
が
必
要
だ
。

　

大
手
企
業
に
対
し
て
は
、
日
本
政
策

投
資
銀
行
が
中
心
に
な
っ
て
劣
後
ロ
ー

ン
や
劣
後
債
、
優
先
株
な
ど
に
よ
る
資

本
補
充
の
策
が
あ
る
が
、
医
療
機
関
に

対
し
て
は
直
ち
に
利
用
で
き
る
政
府
機

構
が
見
当
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
私
は
政

府
に
よ
る
「
病
院
等
の
資
本
安
定
化
機

構
」（
仮
称
）
の
新
設
を
提
案
し
た
い
。

金
融
危
機
の
教
訓
を
生
か
せ

　

私
が
こ
の
提
案
を
す
る
の
は
、
22
年

前
の
１
９
９
８
年
の
金
融
危
機
の
経
験

か
ら
き
て
い
る
。
金
融
危
機
の
時
に
大

手
行
の
多
額
の
不
良
債
権
と
株
式
の
含

み
損
を
償
却
し
て
金
融
機
能
を
再
生
す

る
に
は
、
民
間
だ
け
の
市
場
原
理
で
は

不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
政
府
主
導
で
公

的
資
金
を
注
入
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張

し
た
。
当
初
は
、
反
対
の
意
見
が
多
か

っ
た
が
、
結
局
、
金
融
機
能
早
期
健
全

化
法
が
成
立
し
て
、
政
府
（
金
融
監
督

庁
、
現
金
融
庁
）
は
預
金
保
険
機
構
で

政
府
保
証
債
を
発
行
し
て
民
間
資
金
を

集
め
、こ
れ
を
大
手
行
に
資
本
注
入（
劣

後
ロ
ー
ン
、
劣
後
債
、
優
先
株
）
し
、

金
融
シ
ス
テ
ム
の
崩
壊
を
阻
止
し
た
の

で
あ
る
。
金
融
機
能
早
期
健
全
化
法
は

現
在
の
金
融
機
能
強
化
法
に

な
っ
て
い
る
。

　

病
院
な
ど
へ
公
的
資
金
を

注
入
す
る
に
は
、
金
融
危
機

の
時
の
預
金
保
険
機
構
に
相

当
す
る
政
府
機
構
が
必
要
で

あ
る
。
そ
れ
が
「
病
院
等
の

資
本
安
定
化
機
構
」で
あ
る
。

　

新
機
構
は
、ま
ず
「
制
度
」

と
し
て
立
ち
上
げ
、
根
拠
法
規
が
で
き

れ
ば
「
機
構
」
に
集
中
す
る
方
法
が
望

ま
し
い
。
私
が
考
え
る
新
機
構
の
骨
子

は
、

①�

出
資
金
５
０
０
億
円
（
政
府
４
８
０

億
円
、
日
本
政
策
投
資
銀
行
と
日
本

政
策
金
融
公
庫
各
々
10
億
円
）

②�

機
構
の
資
金
調
達
は
、
当
初
は
出
資

す
る
両
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
金

（
原
資
は
財
投
債
）
と
し
、新
機
構
設

立
の
根
拠
法
規
制
定
後
で
は
独
自
の

財
投
債
の
発
行
に
よ
る

③�

資
本
注
入
先
は
医
療
機
関
全
般
（
病

院
、
診
療
所
、
検
査
所
な
ど
）

④�

資
本
注
入
額
の
め
ど
は
、
医
業
収
入

を
19
年
平
均
と
緊
急
事
態
宣
言
後
の

期
間
を
比
較
し
て
、
そ
の
減
額
分
を

「
コ
ロ
ナ
禍
で
毀き
そ
ん損

し
た
資
本
」と
み

な
し
、
こ
の
補
充
と
し
て
公
的
資
金

を
注
入
す
る

⑤�

資
本
注
入
方
式
は
、
病
院
等
は
多
く

は
会
社
組
織
で
は
な
い
の
で
出
資
金

へ
公
的
資
金
を
注
入
す
る
か
、
劣
後

債
・
劣
後
ロ
ー
ン
（
期
限
付
き
と
無

期
限
が
あ
る
）
で
借
り
入
れ
る
。
金

利
は
実
質
ゼ
ロ
に
す
る

　

す
で
に
政
府
は
金
融
機
能
強
化
法
を

改
正
し
、
金
融
機
関
に
対
す
る
資
本
参

加
枠
（
資
本
注
入
枠
）
を
従
来
の
12
兆

円
か
ら
15
兆
円
に
増
加
さ
せ
、
コ
ロ
ナ

禍
で
発
生
す
る
不
良
債
権
を
償
却
し
、

金
融
シ
ス
テ
ム
を
堅
持
す
る
方
針
を
打

ち
出
し
て
い
る
。

　

次
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
、
公
的

資
金
で
医
療
シ
ス
テ
ム
を
守
る
こ
と

だ
。
新
機
構
は
当
初
は
医
療
機
関
を
対

象
と
す
る
が
、
い
ず
れ
は
企
業
全
般
に

拡
大
し
て
も
よ
か
ろ
う
。
早
急
な
政
府

の
対
応
を
望
み
た
い
。�

表2　病院等の貸借対照表はコロナで資本不足に
資　　産 負債・資本

【流動資産】
現預金等
（診療報酬と出資金）
（人件費・維持費の原資）

コロナ対策費と診療機会減少
で収入が減り、人件費と債務
返済で資本勘定まで食い潰し

【固定資産】
建物・所有医療機器等

【流動負債】
預り金、買掛金等
リース等の長期債務
長短借入金
退職給与引当金

【資本勘定】
資本金（出資金）
剰余金

コロナによる流動資産減少
分へ回し、大幅減

（出所）筆者作成

資本勘定の減額を補充する
ために公的資金を注入する

❶

❷


